




















目的 

精神発達遅滞児の発生を予防し,早期発見・早期ケアをはかるために,(1)久留米市在中およ

び久留米大学などでケア中の精神発達遅滞児(以下 MR 児と略)の後向き調査(retrospec-ti

ve survey)を行い,母と児の,MR 発生と関係深い因子とサイン(ハイリスクファクター,ハ

イリスクサイン)を知ること。さらにこれらの成果を応用して,(2)中都市における MR 児の

モニタリングシステムを確立し,(3)そのモデルを用いて,前向きの調査(prospective stu

dy)を行い,そのフィードバックにより MR 児モニタリング・システムを確立する。 


